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は じめに

早稲 田大学大学院 日本語教育研究科 日本語教育実践研究(10)(以 下、実践(1D))は 、

早稲 田大学 日本語教育センター別科 日本語専修課程 日本語講座(以 下、別科)日 本 語

文章表現8C(以 下、文章表現8C)で の実習に参加す る大学院生(以 下、院生)が 受講

するクラスである。実践(10)で は、文章 表現8Cで 実践 を行 うための準備や検討な どが

行われ、担当教員が コメントやア ドバイスを与える.

別科は8レ ベルに分 けられてお り、文章 表現8Cは1番 上のクラスである。一般的 に

表現能力を伸ばす クラスというと、論文執筆を最終的な 目標 に設定す る場合が多い。

しか し、クラス初期の二一ズ調査の結 果、書きた くないもの を書かされた経験 があ っ

た り、逆 に書きたい もののイメー ジが明確 にな っていないことが判 明 したため、それ

らを基 にシラバ スを検討 した。そ こで文章表現8Cで は、グループ活動を多 く取 り入れ

た教室活動を試みた。っまり、グループの学 習者同士、さ らには担 当院生 との協働作

業を通 して、書 くとい う作業だけでな く他の技能(話 す、聞 く、読む)も 積極的 に働

かせていくことを重要視 した。 さらに、 ジャーナル ァプローチ(詳 細は3.3を 参照〉

を採用 し、毎週1回 言語学習 日記(以 下、ジ ャーナル)交 換を行 った。また、実践(10)

授業の一環と して、 自然環境で日本語習得 を している外国人力士を観察す るために稽

古風 景を見学 し、相撲部屋の関係者 にもインタビューを行 った。

木稿では、 このクラスの概要 とい くつかの試み を述 べ、学習者からの評価 なども取

りあげた上で、 自手.に学習への考察 を深め る。

1目 標 と先行研究

1.1文 章表現8Cの 目標

担当教員が設定 した目標は、①授業活動を通 して、白律学習の意識化を図る。②専門分

野の論文 ・レポー トや、目的が異 なる種々のジャンルの文章を書 く能力を身につける。③
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他の学習者 との協働作業で、作成 した論文の論点を整理する能力を身につける。の3点 で

ある。

①は文章表環8Cの 大きな目標である。具体的には、教師の指示がなくとも自分の文章表

現について何が一番弱いのかをモニター し、自分に合ったリソースや学習スタイルを探 し、

実際の場面で必要な文章表現能力を高めることである。この授業を離れても、 白ら学習 目

標を設定 し、学習のプロセスを意識化できるようになることが望 ましい。実際の教室活動

では、学習者が院生とジャーナル交換を行うことで、学習者に自律学習の意識づけをし、

学習態度や意欲の向上を図れるように した。

②、③に関 しては、課題の作文をグループで評価 し合い、 自らの主張や論点を明らかに

してい く作業(ピ ア ・レスポンス)を 通 じ、表現能力を高め られ るようにした。4技 能を

総合的に働かせるような協働作業を通 じて、最終的に文章表現能力が身につくことをねら

いと した。授業内容の詳細は3,2で 述べる。

1.2先 行研究

文章表硯8Cの 目標である自律学習とは 「学習者が学習過程 を内省 し、語学 力の進歩

を自己評価 し、必要であれば自分の学習ス トラテ ジーを調整 してい くこととい う学習

に対す る自己 コン トロール(Little1995)」 であ る。つま り、 自己の学習過程 をモニ

ター し、 自己の学習を管理 してい く能力であ り、 その能力には、自己評価や学習ス ト

ラテジーに深い関わ りがあるとされている。

しか し、教師任せの学習に慣れた他律的な学習者が、 自律学習を 目指すためには、

学習者 の持つ確信の変容を伴 う。齊藤(1998)で は、 自分の学習方法 に満足 していな

い学習者は、教師が提起する新 しい方法を受け入れ易い傾向にあ り、その結果それを

支えて いる確信 も変容 しやすいが、一方、確信の種類 によっては変容が難 しい という

ことを示 した.つ まり、モニタ リングや他の リソース利用など一定の技能 を伴 う確信

の変容 には、それ らの技能に焦点 を合わせた教室活動 をあわせて行 うことが必要なの

である.ま た、学習者 が自分に適 した学習 ス トラテジーを選択できるように、段階ご

とに色 々な種類の ス トラテジーの情報 を発信 してい くこと、教師による教授の他 に、

他 の学習者 か らス トラテジーを学ぶ ことも有効である(村 野1996)。

また、ジ ャーナルを授業 に取 り入れた臼杵(1995)は 、教師 と日記を交換す ること

で、学習者 の学習態度や意欲の向上 にもつなが っていく様子がみ られたと報告 した。

日記を書 くことは、学習ス トラテジーヘの自覚を高め、そのス トラテジーを言語化す

るのに良い方法である(ル ー ビン1999)。 そ して学習 ス トラテジーの意識化をはかる

ことが、 自律学習への第一・歩 となる(田 中 ・斎藤1993,ル ー ビン1999)。

以上のような先行研究の知見を踏 まえ、文 章表現8Cで は、学習者同士の協働作業を

多 く取 り入れ、教師だけでな く他の学習者か ら学習 ス トラテジーを学ぶ機会を作 り、
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また自己モニダーを意識化させ るための教 室活動 をで きるだけ試みた。 さらに、 ジャ

ーナルを採用 し、学習者の学習への意欲を高め、学習過 程をモニ タ リングする能力の

育成 を目指 した。

2「 実践(10)」 とr文 章表現8C」 の授業

実践(10)は 、院生間の話 し合 い中心の授業であ り、授業報告や教案をもとに ピア ・

レスポ ンスが活発 に行われた。 例えば、授業担 当者は授 業外 の時間に事前に打 ち合わ

せを行い、準備 した教材、教案 を実践(10)で 発友 し、他 の院生か らフィー ドバ ックや

コメン トをもらい、さらに検 討、改 良した後で文章表現8Cの 授業に臨んだ(図1の ①

～②) 。毎週木曜 日1限 の文章表現8Cに 参加 し(図1の ③)そ の後、月曜 日6限 の 「実

践(10)」 で、前回の授業報告 を行い、次週 の授業計画 について検討するというのが基

本的な流れであった(図1の ④、⑤)。

図1実 践(10)と 文章表現8Cク ラスの流れ

① 実践(10)

院生 ・指導教員

担当院生による教案

や授業流れの説明

→

② 実践(10)

院生 ・指導教員

院生全員のフ ィー ドバ

ックとコメン ト

④ 実践(10)

院生 ・指導教員

院生全員による授

業報告及び反省

→

⑤ 実践(lq)

院生 ・指導教員

次回の教案や流れ

の説明と検討(①へ)

↓

担当者による検討

③ 文章表現8C

院生 ・指導教員 ・学習者

文章表現8Cの 授業を行

う

↑

院生個人による授

業報告や感想

↑

↑
→ →

凡例:

(箪莚り順)授 業名

1』麹 者...__目目,_一

i実 際 に行われ る活i

勘

2004年 度春学期の実践(10)に っいては、7名 の院生 が受講 し、対象 クラス文章表現

8Cの 授業を第1週 、第2週 は担 当教員が、第3週 以降はそれぞれ の授業担 当になった

院生2名 が、授業計画、教材作成、教室運営 を行 った。文章表現8Cの 授業は週1コ マ

(90分)が 】3週間あ り、院生が授業 を担 当 したのは11週 間であった。文章表現8C

の レベルは上級か ら超級 に相当す るクラスで、学習者 は 国 名、国籍は韓国8人 、中国

5人 、台湾1人 であ った。 その多 くは、交換留学生、 または 日本 の大学院進学 を希望

している留学生であった。

3文 章表現8Cの 授業
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3.1授 業形式

該当週の授業担当者2名 が教室の前方で授業 を進行

し、学習者はあらか じめ決め られた学習 グループに入

リピア ・レスポンスを行った。院生は学習の支援者 と

してグループ活動に参加 し、担当教員は第3週 か らア

ドバ イザー として教室に入 った.グ ループは、学習者

2～3名 にグループ担 当の院生1名 で構成 された(図

2を 参照)。 コース前半はラポール形 成を電視 し、グ

ループのメンバーを固定 していたが、後半か らは、よ

図 巳 教室の レイアウ ト
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○ は学習者、●は大学院生、

◎は担当教員を表す

り多 くの学習.者とインター アクシ ョンで きるように、院生 は毎授業、異 なるグループ

を担 当するように した。授業担当者は、担当グループを持 たず、全体 を見ながら進行

し、時 には机間巡回 して、必要があれば グループ活動 に加わることもあ った。

教室活動は、 クラス全体、 グループ、個人の3形 態 で行われ ピア ・レスポンスが 中

心となった。導入 とまとめ はクラス奈体 で行 うことで情報を共有 し、課題、PC操 作、

評価 シー ト記入などは個人で行った。ジ ャーナルは毎週交換 した。

3.2授 業 内容

コース前半 は、第1週 の二一ズ調 査の結果 を基に、毎回異なるジャンルの文章表 現

を取 り上げ、後半はアカデミック・ライティングをシ リーズ化 して教室活動を行 った。

第8週 のパーテ ィーでは、クラス全体の懇親を深める目的のほかに、学習者が評価

シー トに記入す ることで、学習者と院生 両者が前半の学習 について振 り返る機会 とし

た。 実際、 コース開始時に作成 したシラバスを改良す ることに役立 った。

表1に 学習テーマ、主な教室活動 、次週 までの課題について紹介するが、紙面の都

合一Lすべ ての教室活動 を表す ものではない。

表12004年 度春学期 文章表現8C

学習テーマと主な教室活動 1蘭 までの縄

第1週 ◆ オ リエ ンテ ー シ ョ ン

(・1月15日) これまでの文章表現学習を内省 し、その解決方法につい

て話 し合う。

授業への要望について意見を出 し合う・

ジャーナルアプローチについて説明。

第2週 ◆自律学習 「自律学習について」 「人

(4月22日) r自律学習について」の意見文 を読み、意見交換する。 問 とロボ ッ トの共生 にっ

「人間とロボッ トの共生について」を読み、意見交換す いて」の意見文を書く

る 。

ジャーナル交換開始。
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第3週

(5月6日)

◆話 し言葉と書き言葉

課題を学習者同士で交換 して、読み合い、コメン トする、

タスクシー トにしたがr)て 、話 し言葉を書 き言葉に直す。

会話文 をもとに賛成意

見 ・反対意見を書く

第4週

(5月13日)

◆rよ い文章」の条件

持参 した文章をもとにrよ い文章」の条件について話 し

合い、発表する。

持参 した文章を要約する

(要約1)

第5週

(5月20目)

◆ 要約文

ワークシー トにしたがって要旨要約をする。

要約文を交換 して読み合い、 コメントする。

前回の課題で要約 した文

章を要旨要約する

(要約2〉

第6週

(5月27H)

◆ 日常的な文章

待遇表現に注,首して伝言メモを書く。

電話を受けなが らメモを書 く。

実際に残すメモに書き直

す

第7週

(6月3日)

《PCル ー ム》

◆ ビジネス文書

WEBで 情 鞭検索をす る。

履歴書を書く。

履歴書と自己紹介文を書

く

第8週

(6月10日)

◆ パーティー

クラス全休の懇親を深め る・

評価シー トに記入 し、前半の学習について振 り返る。

笛9週

〔6月17口)

◆ アカデ ミック ・ライティング1:概 論

単文 ・文章レベルで文章を推敲する。

参考文献の書き方、引用の仕方について知る。

「研究 とは何かjに っいて
一言で書 く

研究計画書の例AとBを

読んでお く

第10週

〔6月24日)

◆ アカデ ミック ・ライテ ィング2;研 究計画書

「研究とは何か」(課 題)に ついて発表する。

研究計画書の 「構成」について考える。

研究計画書の 「評価」について担当教員がア ドバイス。

第11週

(7月1日)

《PCル ー ム 》

最終課題 レポー ト

7月15日 堤 出期限

◆アカデ ミック ・ライティング3:レ ポー ト・論文

レポー トと論文の類似、報、相違点にっいて確認する。

MSWordを 使いながら論文のr形 式」にっいて知 る。

論文のr構 成」にっいて考える。

第12週

(7月8口)

◆ アカデ ミック ・ライティング4二 論文

データをもとに 「口本は豊かか」について話 し合う。

話 し合いをもとに論文の構成 を考える。

鮫終課題 レポー トの構成を考える。

第13週

(7月15日)

◆ アカデミック ・ライティング51推 敲

レポー トを交換 し、内容についてコメン トする。

自分の レポー トを推敲する。

評価シー トに記入 し、 コース全体を振 り返る。

最終課題 レポー トを推敲、

書 き直 し提出

7月16日 提 出期限

3.3授 業活動

文章表現8Cの 授業活動は、教室 内インターアクションと教室外 インターアクション

の二つに大 きく分ける ことがで きる。 ここでは、前者 の一例 としてグループ活動 を、

後者の一例 としてはジャーナルを取 り上げ、その目的 と主な活動内容 を紹介す る。

具体的 には、グループの参加者 〔学習者 と院生〉が、学習項 目を確認 し合 った り間

題点や疑問,転を出 し合 ったり、議論 しなが らタスクを遂行 し解決 してい く。例 えば、

教室内で グループ活動 として文章(課 題 などを含む)を 交換 し、 チェック し合い、議

論 を重ね るなどをして、前述の タスク遂行に伴 う作業 と平行 して、互いに実質的な学
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習や習得の手助 けを行 った。それ以外 にも、 グループでの出欠や課題 の提 出有無、 ま

た、個人的な事情 に至 るまで把握 し、常 に互いを気 にかけていた。一方、担当院生は、

グループの進 行役や司会役 のような存イ1.iで、学習者同士の意見を調整 した り、全体 の

意見をまとめたりするな どの役割 を担 っていた。授業 目標 を前面に出さな くて も、こ

のような授 業活動 を通 して、学習者 は自分の学習 スタイルを他の学習者と比較 しなが

ら再認識 し、 自ら学習を管理、運営す る経験 を積み重ねていくことになるので、最終

的には、 自律学習へつなげ られるのでは ないかと考え られ る。

また、文章表現8Cの 、院生 と学習者の教室外インターアクションの形態は、メール

や電話 によるもの、昼食や個別の相談な ど多様化 していた。学期全体に渡 って継続 的

かつ定期的に行われた ものにジャーナルがある。 ジ ャーナル交換 は各 グループ単位の

個人間で行 われたが!、学習者に課題 と して義務づけ られたものではなく、書 く日数や

分量、 ジャーナル交換への参加 も自由であった。交換方法 はグループで決 められた方

法で行われてお り、交換方法 に決ま りはなかった。 また、学習者の ジャーナルの内容

も、文章表現その ものにかかわるようなエヅセーや感想文などを書いたもの もあれば、

日常生活の詳細 な描写や 日本での生活の悩み(進 学、 日本語学習、バ イ ト、交友関係

など)、 その他の個入的 な出来事や相談事 など、様々であ ったようである。

3.4評 価

3.4.1文 章表現8Cク ラスに対す る評価

文章表現8Cの 授業内容、教室活動、教室運営 に対す る、学習者による評価は、学期

中盤(6月10日)と 授業最終 日(7月15日)の 計2回 、匿名によるア ンケー ト調査で

行われ た。

学期中盤 に行 われたアンケー ト(以 下 、中間評価)で 授業内容 に関 して評価 され た

項 目は、 ジャーナル、宿題 、授業、 グループ活動、後半の クラスヘ の期待などで、半

自由形式 アンケー ト(選択肢式 と自由記述式)で あった。その結果、rグ ループ学習 はあ

なたに とって役 に立 ったと思いますか」 に対 して学習者全員が同意 してお り、協働学

習 を主と した授業形式が学習者 に支持 され、役 に立 ったことがわかった。 しか し、 中

問評価はパーテ ィー開催日の最後に アンケー トを行 ったためか、予想 を上回る良い結

果が多か った。それ らの結果が学習者 の本音だったかどうかは疑問が残 る。授業最終

日のア ンケー ト(以 下、期末評価)は 、r授 業 内容」とr自 己達成度」 とい う二つの項

目にっいて、半 自由形式アンケー トで行 った。授業内容 に関 しては、各項 目を5段 階

評価で選択する形式であった。r授 業内容によ り学生 の積極性が促されていた」 「この

授業によ り文章表現の知識が身についた1「 この授業により学習意欲がわいた」の質問

1学 期 中盤に グループ が再編 された後 も、学習 者側 か らの要望 によ り、ジ ャー ナルの担 当

院生は変更 なか った。 また、学 習者の プラ イバ シーを守 るために、 ジ ャーナル を読む のは
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には10人 中4人 が3と 評価 しており、他の質問よ りも低 く評価 している.院 生の反 省

では、学 習者 に基本知識 を与えた り、協働作業 をさせ ることはできるが、書 く意欲 を

わかせた り、学習への積極性を促進 させた りすることは難 しいためだか らで はないか、

という意見などが挙げ られた。

上記の ような学習者によるクラスヘの評価 を教育実践 ヘ フィー ドバ ックす ることに

よって、 さらに良い文章表現8Cの 授業 と していくことができた。

3.4.2学 習者に対する評価

3.4.2.1他 者評価

文章表現8Cに おける評価の基本は、クラスパ フォーマンス及 び課題80%と 出席率

20%と い う割 合で、担当教員によって最終成績がつけ られている。 クラスの大 きな 目

標の一つ としては、自律学習能 力を身 につけることなので、院生 による課題への フ ィ

ー ドバ ックやコメン トは内容 中心 に行われ
、誤用 に対す る訂正は主に下線 を引 くよ う

な形式で行われた。 これは、教師側か ら提供 され る他者訂 正よ りも、学習者 白身に よ

る自己訂正の方が効果的であ り、言語習得 にもっながるとい う院生 の共通認識があ っ

たからである。

成績評価 の対象にはならないが、クラス活動 には、学習者同士が お互い を評価す る

ピア ・レスポンス活動が多 く取 り入れ られた。 これに関 しては、中 間評価ではrい ろ

いろ意見交換 ができてよかった」r… 見習いたい面 もいっぱいある し…」などという学

習者同士間の評価 に対する肯定的 なフ ィー ドバ ックが得 られ た。

3.4.2.2自 己評価

中問評価の 目的の一つは、学習者が 自己の学習過程を振 り返 ることであ った。学習

者に 自分の学 習に対す る貴任感 を持たせ、 自律学習 を習償 付けるとい うゴール まで到

達 させることが期待されていた。結果 としては、期末評価 の 「自己達成度jに 関す る

質問項 目の巾で、学習者のr文 章表現力の上達」r書 くことに対する態度」 に対 して、

r自 信を持っ ようになりま した」(以 下、学習者のコメ ン トは原文のまま)r楽 になっ

た」「…前よ りどんどん書ける…」「…書 くことも好 きにな った」な ど自分の変化に気

づいたと思われる評価や コメ ン トがあ った。さらに今後 の抱負を聞いた ところ、r… 日

記を続けて書 こうと思います」r… 自分で努力 しない と無理…」r自 分 の国に帰 ってか

らは、勉強 をどうや って続 くか と聞かれていろい ろ考えてみ ました。誰かか ら教 え ら

れ なくても自習できる方法にっいて考 えるようにな りま した」などの感想によ って、

この クラスの 目標である自律学習が意識化 され たことがうかがわれた。

担当院生だけに限定された。
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文章表現8Cで は、 自律学習がキーワー ドと して授業が展開 されてきたが、 学習環

境 という点では教師管理タイプ(ネ ウス トプニー1999)に 属 している.そ こで、担当

教員の協力を得てr教 師管理外の習 得環境で自然習得 を行 っていると考え られ ている

外国人力士(宮 崎2002〉 」の日本語 習得過程 を観察す るために、 日本相撲協会所属の

相撲部屋見学を実施することになった。

見学 は20D4年6月2円 に実施 し、大学院生 と担当教員が参加 した。見学 した相撲部

屋Aに は中国出身の力士Sが 在籍 している。当 日は、出稽古の見学での参与観察およ

び所属部屋での力士本人、親方、おかみさんを対象 としたインタビューの機会を得 る

ことがで きた。稽古場では力士Sが 稽古中、親方か ら指導を受ける様子が観察 され た

が、力士Sが 親方 の言葉を理解 しているか どうか曖昧 な場面 も見 られた。 この ような

場合、親方や兄弟子が動作のモデルを実演 したり、他 の力士 による母語での通訳や容

易な言葉での言い換 えによって イン ター アクシ ョン問題 を調整 してい く過程 が観察 さ

れた。稽古後は、 まず稽古中のインター アクシ ョン聞題 にっいて力士Sに イン タビュ

ーを行 った・その結果、稽古中に親方か らの助言を理解 する上で困難 を感 じてい るこ

とが確認 された。次に、親方とおかみ さんを交えて力士Sの コ ミュニケーシ ョン能 力

にっいて質 間 したところ、 目常生活では理解面よ り産 出面 において不 自由さを抱 えて

いることが分かった。 日本語学習に関 しては、来 日当初は漢字 ドリルなどを利用 した

読み書 き中心 の学習を行 ったというが、稽古に集中するようになってからは、親方、

おかみさん、兄弟弟子 との インターアクシ ョンによ って 日本語学習を行 っているとの

ことだった。 つま り、力士Sは 主にネ ットワークや社会的 ス トラテジーを活用 して 日

本語習得を進めてい ると考え られ る。 さらに、大相撲の力士が属す る相 撲社会 は、伝

統的な親方 と部屋住み力士で構成され る徒 弟制的な特徴を備 える実践共同体 と して捉

えることができるという(宮 崎2004a、b〉 。力士Sも 例外ではな く、相撲部屋社会 と

い う実践共同体 の中で正式 な構成員の一員 と して、朝稽古、料理の手伝 い、食材の買

出 し、出稽古 中の兄弟子の世話 とい った実践 活動 に参加 していることが分か った。つ

まり、力士Sは 新参者 として実践共同体 における社会参加を果た しなが ら状況的学習

を行 ってお り、口本語習得が社会的 な実践行動 と融合 して進行 していると考え られ る。

今回の見学 を通 じて、我 々は教師の視野 に入 らない学習者の 日本語習得過程 の一一・・端

を垣 間見ることができた。 この経 験は、 自律学習や 自然習得 というこれ までの日本語

教育観では捉えきれ なかった問題に 目を向け、 日本語学習者 の多様性を知 る..ヒで貴重

な機 会にな ったと言えよう。
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おわ りに

本稿 では・実践(10〉と文章表現8Cで 行われて きた クラスの報告 を行 った。文章表 現

8Cで は・教師中心 ・教師管理 の従来の教室型授業ではな く、グルー プ活動に重 きを置

いていた。 これ は、 自律学習を身にっけて もらうためには、協働作業 が最適 な活動 で

あ るとしていたか らに他ならない。文章表現8C授 業報告時 には、この ような授業活動

が・今まで経験 してきた従来の教室や教師の あり方を問い直すきっか けとな り、教師

の役割 と教室運営、学習者に対す る考え方 を改めた院生 もいた、 また、院生 自身自ら

が 自律学習を体験 したことから、 自律学習への認識 を深めることもできた。

協働作業については、学生か らの評価(中 間 と期末)で も肯定的な コメ ン トが寄せ

られ、学習者同士が相互に多 く学んだとい うコメン トもあ った.ま た、院生が学習者

に同 じ学生とい う立場で接 していたため、質問 しやすい雰囲気の中で 自由に発言で き

る ことも好評であ った。 ピア ・レスポンスや協働作業の共通点は、効果 的に運用 して

い くために信頼関係 を築いた上で、 それを維持 してい くための努力 である。 しか し、

そのために親密 さを保つのは、3ヶ 月間の授業で週1回 の授 業だけでは難 しい。本文

中に も記述があ ったが、 ジャーナル交換だけで なく、頻繁に接点 を持 とうとす る各院

生個人 の努力があ った。 しかし、 ピア ・レスポ ンスが効果的か どうか は学習者の学習

スタイルによる。中間評価では、大半の学習者が他の学習者か らの コメン トを肯定的

に受け止めてい るという結果が出たが、院生の報告では、グループで話 し合 ったこと

を発表す る際 に、 グループ担当の院生に正 しいか どうか必ず確認す る学習者 もいた と

いう。 これで はせ っか くピア ・レスポ ンスの経過 が活用され ることはない。 さらに院

生が訂正すること自体 にもそれが良い ことなのかどうかの認識 を、院生問 において も

統一 していなか った。提案として、 クラスの活動水準 よりも高い能力を持 った学生が

数人いる場合は、彼 らを効果的に活用す ることで、他の学生に至近 な 目標 を持たせる

ことがで きるような ピア ・レスポンスになりうるということを挙げ てお く。

反省点 と しては、 グループ活動 に比す ると、ジ ャーナルの活用 をあま り重視 しなか

ったことが挙げられ よう。なぜ毎週交換 し続 けるのか 目的 を最初 に明確 に し、途中で

も再確認 していくことが必要である。

実践(IO)で の学生 は院生で、文章表現8Cで の学生 は学習者(日 本語 を学ぶ留学生)

であるという違いはあ ったのだが、各 々が自分の立場で一参加者 と して、 自律学習 を

模索 してきた。院生にとってはこの二つの授業 を通 じて、文章表 現8Cの 学習者が自律

学習 に目覚めてい くプ ロセスを観察できたことは貴重 な経験であ った。 しか も自らが

自律学習の主体者 とな り、自分 自身が変化する過程 に身を置けた ことが、何 にも換え

がたい体験であ った。そ して、 これ こそが本来の学び場 の姿であると思われ る。

　訂1
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